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擬二次元結晶構造をもつ三元 Tl 化合物 TlMeX2 (MeX=InS,GaSe,GaS) は、温度の低下とともノ

ーマル相、インコメンシュレート相、コメンシュレート相へと構造相転移する物質であり，ナノ

変調構造をともなう相転移を起こすことから物理学的にもデバイス応用としても興味ある材料で

ある[1]。しかし、その構造相転移に関連している基礎物性については十分理解されていない。 

そこで本研究では TlMeX2として TlInS2を用い相転移現象について解明するために低周波数光

学フォノンモードの温度依存性を検討した。測定試料はブリッジマン-ストックバーガー法で製

作された TlInS2バルク単結晶である。ラマン測定には共焦点顕微ラマン散乱装置を用いて行った。

光源には 532 nmの DPSS (Diode-Pumped Solid-State)レーザー、検出器には CCD(Charge Coupled 

Device)を使用した。測定温度範囲は 80から 300 K、ラマンシフト範囲は 35 ~ 150 cm-1、 分解能

は+/- 0.5 cm-1であり、また測定方法は後方無偏光ラマン散乱である。 

35 ~ 150 cm-1範囲で測定した 80	
 と	
 300 K	
 にお

けるラマン散乱スペクトルを	
 Fig. 1	
 に示す。80 K	
 

では、この波数範囲で 9個のフォノンモードを観測

することができた。ことから温度の低下とともに

室温のスペクトルと比べ観測できたフォノンモ

ードが増えたことがわかる。測定したラマンス

ペクトルをローレンツ関数を用いて解析し、ロ

ーレンツ関数のパラメータ	
 (ピーク位置,	
 半値

幅)の温度依存性について検討した。フォノンモー

ドの温度依存性の結果はこれまての報告[2]とは異

なり、構造相転移によものと考えている。さらに

偏光ラマン散乱についても検討を行う。 
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Fig. 1 300 K と 80 K の TlInS2における 

無偏光ラマン散乱スペクトラ。 
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